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先日、さっぽろ行動援護ネットワークさ

ん主催の「職場見学バスツアー」に参加させ

ていただき、施設入所支援・生活介護・共同

生活援助等幅広い事業活動を行う社会福祉

法人緑花会松泉学院さんへお伺いしました。 

まず、広大な敷地に所在する大規模な施

設に驚きました。 

施設内に入ると、すれ違う利用者さんが

元気よく挨拶をしてくださったり、気さく

に話しかけてくださる方も多く、皆さん生

き生きと生活されているように見えました。 

施設内の随所に、利用者さんが制作した

手編みの手袋、折り紙、絵画などが飾られて

おり、スタッフが利用者さん一人一人の個

性や趣味、特技等を理解し、それらを活かし

た活動提供がなされているのだと感じまし

た。これはその人らしさを引き出すための

支援でもあり、個人の尊重でもあり、非常に

重要なことであると感じました。 

施設内の壁には、利用者さんへのわかり

やすい情報提供のため、絵や写真を用いた

献立表、顔写真入りの勤務表などが掲示さ

れており、視覚支援の工夫が見られました。 

また、利用者さんのコミュニケーション

支援・自発性支援のためアイパッドの導入

や、PECS（絵カード交換式コミュニケーシ

ョンシステム）を取り入れ、月に一度「すま

いるカフェ」という手作りのカフェを開催

しているとのこ

とで、様々な工夫

があるのだと学

びました。 

施設見学を通

し、周囲のスタッ

フの方の支援や

気配り、利用者さ

ん同士の関わり

によって、その人らしい生活を支えている

のだと感じました。 

私自身は今年の９月から行動援護ヘルパ

ーとなり、まだまだわからないことばかり

ですが、今回松泉学院さんの施設見学をさ

せていただいたことで、個々に寄り添いそ

の人らしさを大切にしていくこと、一人一

人が快適に過ごしていくために様々な工夫

を凝らしていく重要性について学ぶことが

でき、自身の仕事にも活かしていきたいと

思いました。 

松泉学院さま、今回は貴重な機会をいた

だき、本当にありがとうございました。 


